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(4) 認知症高齢者数  

本県の認知症高齢者数は、2023（令和5）年は約5万6千人ですが、後期高齢者人口の増加等
に伴い、2040（令和22）年時点で約6万4千人となり、65歳以上の高齢者人口の15.4%を占め
ると見込まれています。（表2-4、図2-5） 
 

表２－４ 認知症高齢者数の推移及び将来推計              （単位：人） 
年 

区 分 
2016 
(平成 28) 
2017 
(平成 29) 
2018 
(平成 30) 
2019 
(令和元) 
2020 
(令和 2) 
2021 
(令和 3) 
2022 
(令和 4) 
2023 
(令和 5) 
2030 
(令和 12) 
2040 
(令和 22) 

高齢者人口① 428,008 434,035 438,049 440,710 442,170 443,576 443,774 441,606 431,051 418,323 

認知症高齢者数② 53,302 54,047 53,770 54,209 54,284 53,389 54,716 56,122 60,882 64,400 

高齢者人口に 
占 め る 割 合 
（ ② / ① ） 

12.5% 12.5% 12.3% 12.3% 12.3% 12.0% 12.3% 12.7% 14.1% 15.4% 

資料：2023（令和5）年以前 ☞ 長寿介護課調査 
2030（令和 12）年以降 ☞ 2023（令和 5）年の要介護認定データに基づき、要介護認定者数に
占める「認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ」以上の割合（認知症の人が占める割合）を算出し、
市町の要介護認定者数の将来推計に認知症の人が占める割合を乗じて推計（高齢者人口は各市
町が介護保険事業計画で推計した数値の積上げ） 

     なお、「認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ」とは、日常生活に支障を来たすような症状・行動
や意思疎通の困難さが見られても誰かが注意すれば自立できる状態 

 
図２－５ 認知症高齢者数の推移及び将来推計  

 
資料：表２－４と同様  


